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歌
合
歌
に
及
ぼ
し
た
屏
風
歌
の
影
響

―
―
そ
の
受
容
と
脱
却
―
―

序

屏
風
歌
は
、
屏
風
の
大
和
絵
に
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
、
九
世
紀
半

ば
頃
か
ら
作
ら
れ
始
め
、
十

一
世
紀
初
頭
の

一
条
朝
ま
で
大

い
に
流
行
し
た
。

だ
が
、
そ
れ
以
後
下
火
に
な
り
、
屏
風
に
設
け
ら
れ
る
色
紙
形
は
形
骸
化
し
て

し
ま
う
。
屏
風
歌
が
全
く
詠
ま
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
後
に
制

作
さ
れ
た
も
の
、
例
え
ば
建
仁
三
年

（
一
二
〇
三
）
の
藤
原
俊
成
卿
九
十
賀
屏

風
等
は
、
復
古
主
義
の
現
れ
で
あ

っ
て
、
大
流
行
の
頃
の
屏
風
歌
と
は
性
格
を

異
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
屏
風
歌
は
、
二
世
紀
に
も
満
た
な
い
期
間
流
行
し
、

消
え
て
し
ま

っ
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
和
歌
の
流
れ
に
及
ぼ
し
た
そ
の
影

響
が
、
多
大
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
歌
合
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

そ
も
そ
も
屏
風
歌
も
題
詠
の

一
種
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
性
格
が
類
似
し
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
る

（
注
１
）
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、

屏
風
歌
の
画
題
と
歌
合
歌
の
題
、
屏
風
歌
の
詠
法
と
歌
合
歌
の
詠
法
に
つ
い
て

の
比
較
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。

田

島

智

子

一

大
和
絵
屏
風
は
大
別
す
る
と
、
名
所
屏
風
と
月
次
屏
風
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
中
、
月
次
屏
風
は
、
画
題
と
な
る
景
物
の
種
類
が
ほ
ぼ
決

っ
て
お

り
、
昇
風
絵
を
描
く
際
に
は
そ
の
中
か
ら
適
当
に
選
ん
で
組
合
せ
、
全
体
の
十

二
ヶ
月
を
構
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
表
１
）
は
、
九
世
紀
半
ば
か
ら
十

一
世
紀
半
ば
ま
で
の
現
存
す
る
月
次
屏

風
歌
資
料
か
ら
、
画
題
を
推
定
し
、
季
節
の
推
移
に
従

っ
て
並

べ
、
下
欄
に
そ

の
画
題
が
使
わ
れ
た
回
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
使
用
回
数
が
あ

ま
り
に
少
な

い
も
の

（
春
は
二
回
以
下
、
夏
秋
冬
は

一
回
以
下
）
は
、
紙
面
の

都
合
上
特
別
な
場
合
を
除

い
て
割
愛
し
た
。

こ
れ
ら
の
画
題
の
中
に
は
、
そ
れ
ま
で
詠
歌
の
対
象
と
さ
れ
な
か

っ
た
季
節

の
景
物
や
年
中
行
事
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
屏
風
歌
に
詠
ま

れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
和
歌
の
世
界
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
素
材
が
あ
る
だ
ろ
う

こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な

い
。
本
稿
で
は
そ
の
よ
う
な
素
材
の
う
ち
、
歌
合
題

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
指
摘
し
、
更
に
享
受
の
仕
方
を
考
察
し
た
い
と
思
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葉
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月

33

駒

迎

11

秋
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花

秋
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海

　

景

七

タ

36

秋

風

6

秋

大
　
鷹
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一
１０

神

祭
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賀
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臨
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祭

一
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神
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１３
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時
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一
２

稲

刈

3

紅

葉

9

残

菊

14

冬

二

た
と
え
ば

「
臨
時
客
」
。
臨
時
客
と
は
、
正
月
二
日
に
摂
政

。
関

白
お
よ
び
大
臣
の
家
で
、
親
王

。
公
”
以
下
を
饗
応
す
る
行
事
で
あ

る
。
屏
風
絵
で
は
、

「
大
饗
」
と
合
わ
せ
て
３
回
現
れ
て
い
る
。
歌

合
で
は
唯

一
度
、　
三
全
二
　
天
喜
四
年

（
一
〇
五
六
）
四
月
舟
日
皇

后
寛
子
春
秋
歌
合
に
お
い
て
、

一
番
　
　
左
●
　
臨
時
客
　
　
　
　
　
　
　
小
式
部
命
婦

春
立
て
ば
ま
ず
ひ
き
連
れ
て
も
ろ
人
も
万
づ
代
経
べ
き
宿
に
こ

そ
来
れ

と
詠
ま
れ
て
い
る
の
を
見
出
す

（注
２
）
。

屏
風
歌
で
は
、
寛
仁
二
年

〈
一
〇

一
八
）
に
行
な
わ
れ
た
頼
通
家

大
饗
の
際
の
屏
風
に
、

入
道
前
太
政
大
臣
大
饗
し
は
べ
り
け
る
屏
風
に
臨
時
客
の

か
た
か
き
た
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
　
　
藤
原
籠
チ
朝
臣

①
む
ら
さ
き
も
あ
け
も
み
ど
り
も
う
れ
し
き
は
は
る
の
は
じ
め
に

き
た
る
な
り
け
り

（後
拾
遺
集

一
六
）

と
詠
ま
れ
、
長
元
六
年

（
一
〇
三
三
）
道
長
室
綸
子
七
十
賀
の
際
の

屏
風
に
、

た
か
つ
か
さ
殿
の
う

へ
の
御
賀
、
関
白
殿
の
せ
さ
せ
た
ま

へ
と
て
御
ひ
や
う
ふ
の
歌
め
し

ゝ
に
　
臨
時
客

②
む
ら
さ
き
も
袖
を

つ
ら
ね
て
き
た
る
哉
春
た
つ
事
は
こ
れ
そ
う

れ
し
き

（赤
染
衛
問
集
Ｉ
五
九
八
）
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越

　

一
９

仏
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36

氷
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／る
。
大
饗
に
は
、
中
宮

。
東
宮
の
二
宮
の
御
殿
で
行
う
二
宮
大
饗
と
、
摂
政

・

関
白
及
び
大
臣
の
私
邸
で
行
う
摂
関
大
臣
大
饗
の
二
種
が
あ
る
が
、
現
存
す
る

屏
風
歌
資
料
に
よ
れ
ば
、
屏
風
に
描
か
れ
た
の
は
後
者
で
あ
る
。
や
は
り
寛
仁

二
年
の
頼
通
家
大
饗
屏
風
に
、

大
饗
し
た
る
所
に
、
と
の
ゝ
御
前

④
君
が
り
と
や
り
つ
る
使
来
に
け
ら
し
野
辺
の
雉
子
は
と
り
や
し

つ
ら
ん

（栄
花
物
語
巻
十
三
、
道
長
）

摂
政
家
屏
風
歌
、
大
臣
大
饗
会
所
楽
舞
有
所
拝
礼
　
　
祭
主
輔
親

と
詠
ま
れ
、
ま
た
同
屏
風
歌
に
、

③
新
し
き
春
の
は
じ
め
に
来
る
人
は
三
年
の
友
と
思
ふ
な
る
べ
し

（
栄
花
物
語
巻
二
十
二
、
輔
親
）

と
あ
る
。

で
は
、
屏
風
歌
以
外
で
は
ど
う
か
と
見
て
み
る
と
、
こ
の
題
材
は

和
歌
に
は
珍
し
く
、
管
見
に
入
る
か
ぎ
り
で
は
、

春
、
臨
時
客
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
弁

む
れ
て
く
る
お
ほ
み
や
人
は
は
る
を

へ
て
か
は
ら
ず
な
が
ら
め

づ
ら
し
き
か
な

〈
後
拾
遺
集

一
五
）

を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
詠
作
事
情
は
不
明
な
の
で
、
は
た

し
て
実
景
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な

い
が
、
こ

の

一
首
を
別
に
し
て
も
、
臨
時
客
と
い
う
題
材
が
、
主
と
し
て
屏
風

歌
の
世
界
で
取
り
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、

「
大
饗
」
は
臨
時
客
と
同
じ
よ
う
な
行
事
で
あ
り
、
臨
時

客
が
臨
時
に
集
ま
る
客
を
饗
す
る
の
に
対
し
、
大
饗
は
親
王

・
公
珈

を
予
め
招
待
し
て
行
う
。
こ
れ
も
よ
く
屏
風
に
描
か
れ
た
画
題
で
あ＼

⑤
よ
ろ
づ
よ
の
舞
の
袖
ふ
る
や
ど
に
こ
そ
あ
る
し
た
づ
ね
て
も
ろ
人
も
く
れ

（
夫
木
抄

一
六
八
二
二
）

と
あ
る
。
ま
た
、
い
つ
の
折
の
も
の
か
不
明
で
あ
り
、
屏
風
歌
で
は
な

い
か
も

し
れ
な

い
が
、　
Ｆ
」
れ
は
ゑ
に
」
と
し
て
、

大
臣
家
、
大
饗
す
る
と
こ
ろ

⑥
ひ
き

つ
れ
て
大
宮
人
の
き
ま
せ
れ
ば
春
う
れ
し
く
も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

（
兼
盛
集
Ｉ

一
二
〇
）

と
あ
る
。

-3-



屏
風
歌
以
外
で
は
、

「
大
饗
」
を
題
材
に
し
た
歌
は
見
出
せ
な
い
。
臨
時
客

・
大
臣
大
饗
を
題
材
に
し
た
歌
は
、
後
拾
遺
集
の
小
弁
歌
以
外
は
、
す

べ
て
屏

風
か

「
ゑ
」
に
対
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
、
初
め
に

引

い
た
天
喜
四
年
の
歌
合
の

「
臨
時
客
」
題
は
、
屏
風
歌
を
通
し
て
摂
取
さ
れ

た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
歌
合
歌
で
詠
ま
れ
た
光
景
を
想
定
し

て
み
る
に
、
大
饗
や
臨
時
客
の
準
備
の
整

っ
た
宿
に
訪
れ
て
来
る
客
人
達
で
あ

り
、
屏
風
歌
か
ら
想
定
さ
れ
る
光
景
と
同
じ
で
あ
る
。
表
現
の
上
で
も
、
歌
合

歌
の
第

一
句

「
春
立
て
ば
」
は
、
①

「
は
る
の
は
じ
め
」
②

「
春
た
つ
事
」
③

「
春
の
は
じ
め
」
と
、
屏
風
歌
に
よ
く
詠
み
込
ま
れ
る
要
素
で
あ
る
。
第
二
句

「
ま
ず
ひ
き

つ
れ
て
」
は
、
⑥

「
ひ
き

つ
れ
て
」
に
、
第
二
旬
以
下

「
も
ろ
人

も
万
づ
代
経

べ
き
宿
に
こ
そ
来
れ
」
は
、
⑤

「
や
ど
に
こ
そ
あ
る
し
た
づ
ね
て

も
ろ
人
も
く
れ
」
に
、
よ
く
似
て
い
る
。
歌
合
歌
が
、
詠
む

べ
き
場
面
や
表
現

の
仕
方
を
、
屏
風
歌
に
学
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
年
中
行
事

。
生
活
行
事
の
題
を
見
て
い
く
と
、
屏
風
絵
の
画

題
と
し
て
繰
り
返
し
詠
ま
れ
た
こ
と
が
、
歌
合
題
に
設
定
さ
れ
る
契
機
に
な

っ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
の
い
く

つ
か
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。
二

月
初
午
日
に
稲
荷
に
参
詣
す
る
行
事
で
あ
る
初
午
稲
荷
詣
、
四
月
第
二
百
日
に

行
わ
れ
る
賀
茂
祭

〈
歌
合
で
は

「
葵
」
題
で
あ
る
。
）
、
六
月
晦
日
に
行
わ
れ

る
六
月
祓
、
八
月
十
六
日
頃
に
行
わ
れ
る
逢
坂
関
で
の
駒
迎
、
十

一
月
に
行
わ

れ
る
神
楽
、
十
二
月
晦
日
に
行
わ
れ
る
仏
名
な
ど
が
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
。

（

そ
の
よ
う
な
題
が
設
定
さ
れ
た
歌
合
に
つ
い
て
は
、
表
２
参
照
。
）
こ
れ
ら
の

年
中
行
事
や
生
活
行
事
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
歌
の
素
材
に
は
な
ら
な
か

っ

た
も
の
だ
が
、
屏
風
絵
の
画
題
と
な
り
、
屏
風
ユ
に
詠
ま
れ
る
事
に
よ
っ
て
、

歌
合
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
季
節
の
景
物
に
つ
い
て
も
、
屏
風
歌
の
介
在
を
指
摘
で
き
る
も
の

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
八
八
　
安
和
二
年

〈
九
六
九
）
六
月
十
日
内
裏
歌

合
で
初
め
て
登
場
し
た
題
に
、

「
網
代
」
が
あ
る
。

網
代左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
宣

網
代
木
に
か
け
つ
つ
洗
ふ
唐
錦
氷
魚
綜
て
よ
す
る
紅
葉
な
り
け
り

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
成

水
上
に
滝
の
白
糸
見
え
つ
る
は
網
代
に
氷
魚
の
よ
れ
ば
な
り
け
り

こ
れ
以
後
も
、　
〓

一
五
　
長
暦
二
年

（
一
〇
三
八
）
晩
冬
権
大
納
言
師
房
歌

合
、　
一
四
九
　

永ヽ
承

［
四
―

七
年
］

（
一
〇
四
九
～

一
〇
五
二
）
九
月
十
九
日

関
白
左
大
臣
頼
通
家
蔵
人
所
歌
合
、　
一
〇
五
　
承
暦
二
年

〈
一
〇
七
八
）
十
月

十
九
日
庚
申
　
子
内
親
王
歌
合
で
、

「
網
代
」
題
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
屏
風

歌
で
は
、
秋
に
３
回
、
冬
に
１５
回
あ
り
、
屏
風
歌
に
な
し
み
ぷ
か
い
題
材
で
あ

る
。
し
か
し
、
網
代
と
い
う
景
物
を
詠
ん
だ
歌
は
古
く
か
ら
あ
る
。
ま
ず
万
葉

集
に
、

柿
本
朝
臣
人
暦
従
近
江
国
上
来
時
至
字
治
河
辺
作
歌

一
首

物
乃
部
能
　
八
十
氏
河
乃
　
阿
白
木
示
　
不
知
代
経
浪
乃
　
去
辺
白
不
母

〈
巻
二
、
二
六
六
）

氏
河
歯

一
二
九
）
与
抒
濡
無
之
　
阿
自
呂
人
　
舟
召
音
　
越
乞
所
闘

（巻
七
、

他
三
首
あ
る
。
ま
た
後
撰
集
に
、

宇
治
の
あ
じ
ろ
に
し
れ
る
人
の
侍
け
れ
ば
ま
か
り
て

大
江
興
俊

う
ぢ
河
の
浪
に
み
な
れ
し
君
ま
せ
ば
我
も
あ
じ
ろ
に
よ
り
ぬ
べ
き
か
な
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（
雑

二

、　
一　
一
三
六

）

の
歌

が

あ

り

、

古

今

和

歌

六

帖

第

二
帖

に
も

、

「
あ

じ

ろ

」

の
分

類

が

あ

る

。

網

代

と

い
う

素

材

自

体

は

、

そ

う

珍

し

い
も

の

で

は

な

か

っ
た

。

だ

が

、
詠

み

ぶ
り

を

み

て

み

る

と

、

歌

合

歌

が

そ

れ

ま

で

と

違

っ
て

い
る

こ

と

に
気

付

く

の

で
あ

る

。
従

来

は

、

網

代

木

に
よ

せ

る

波

（
万

薬

集

二
六

六

）

や

、

宇

治

人

が

漁

を

し

て

い
る
光

景

（
万

葉

集

一

一
二
九

）

の
描

写

で
あ

っ
た

り

、

木

く

ず

や
波

が

網

代

に
寄

せ

る

こ
と

に
言

い
か

け

た

人

事

詠

（
後

撰

集

一

一
三
六

）

で
あ

っ
た

り

し

た

。　
一
方

、
歌

合

歌

は

、

綱

代

木

に
か

か

る
紅

葉

を

錦

と

見

立

て
、

「
氷

魚

綜

て

」

と

「
日
を

経

て
」

の
掛

詞

を

も

ち

い
た

り

（
能

宣

歌

）

、
網

代

に
寄

る
氷

魚

を

滝

の
白

糸

に
見

立

て
た

り

（
惟

成

歌

）

し

て

い

る

。

こ
の

よ

う

な

詠

み

方

が

頻

繁

に
み

ら

れ

る

の

は
言

う

ま

で
も

な

く

屏

風

歌

で
あ

る

。

見

立

て

は

、

屏

風

歌

に
特

徴

的

な

技

法

で
あ

り

、

天

暦

十

一
年

（
九

五
七

）

藤

原

師

輔

五

十

賀

の
際

に

、

詠

進

さ

れ

た

か

と

思

わ

れ

る
屏

風

歌

に

、

か

は

な

み

の

た

つ

こ
と

か

た

き

に
し

き

と

は

あ

し

ろ

に
お

つ
る
も

み

ち

を

そ

見

る

（
元

輔

集

Ⅲ

七

四

）

と

か

、

安

和

元

年

（
九

六

八

）

以

前

右

兵

衛

督

忠

君

の
調

し

た

屏

風

の
歌

に

、

十

一
月

、

ぁ

し

ろ

あ

さ

こ
ほ

り

と

く

る

あ

し

ろ

の

ひ
を

な

れ

ば

よ

れ

と

あ

は

に
そ

み

え

わ

た

り

け

る

（
順

集

Ｉ

八

八

）

な

ど

と

あ

り

、
枚

挙

に

い
と

ま

が

な

い
。
ま

た

、

「
氷

魚

」

を

掛

詞

に
す

る

の

は

、
屏

風

歌

で

は

網

代

を

詠

む

際

の
常

套

的

な

手

法

で
あ

り

、
永

観

元

年

（
九

八

三

）

一
条

大

納

言

為

光

家

障

子

の
歌

に
、

字

治

　

秋

あ

し

ろ
き

に

ひ
を

へ
て

よ
す

る

も

み

ち

集

ゝ
た

ち

と

も

し

ら

ぬ

に
し

き

な

り

け

り

（
兼

澄

集

Ｉ

六

九

）

と

あ

る
な

ど

、

数

多

く

例

が

あ

る

。

と

こ
ろ

で

、

歌

合

の
能

宣

歌

は
拾

遺

集

に

、

寛

和

二
年

清

涼

殿

の
み

さ

う

し

に

、
あ

じ

ろ

か

け

る
所

よ

み

人

し

ら

ず

網

代

木

に
か

け

つ

つ
洗

ふ
唐

錦

日
を

へ
て

よ

す

る

紅

葉

な

り

け

り

（
冬

、

一
一
一
エハ
）

と

し

て

、

入

集

し

て

い
る

。

「
清

涼

殿

の

み

さ

う

し

」

と

は

、

禁

秘

抄

の
清

涼

殿

の
項

目

に
、

弘

廂

（
以

下

割

注

）

板

九

枚

。

北

有

荒

海

障

子

。

南

方

手

長

足

長

．

北

面

。

宇

治

網

代

布

障

子

墨

絵

也

。

と
記
述
の
あ
る
、
荒
海
障
子
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
歌
合
に
出
一詠
し
た
歌
が
、
荒

海
障
子
の
北
面
の
網
代
絵
に
押
す
歌
と
し
て
、
採
用
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
屏

風
歌
と
し
て
そ
の
ま
ま
使
え
る
ほ
ど
、
歌
合
歌
が
屏
風
歌
の
詠
み
方
を
受
け
継

い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
少
し
、
歌
合
歌
を
見
て
み
る
と
、
二
〇
五
　
承
暦
二
年

（
一
〇
七
八
）

十
月
十
九
日
庚
申
凛

子
内
親
王
歌
合
で
は
、

網
代

一
番
　
　
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
殿

氷
魚
の
よ
る
網
代
に
か
か
る
白
波
は
水
に
ふ
り
つ
む
雪
か
と
ぞ
み
る

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
蔵

ひ
ま
も
な
く
網
代
に
氷
魚
の
よ
る
時
は
し
き
り
に
波
の
た
つ
か
と
ぞ
み
る

の
ご
と
く
、
盛
ん
に
見
立
て
を
用
い
て
お
り
、
屏
風
歌
的
と
言
え
る
。
網
代
と

い
う
素
材
は
、
万
葉
時
代
か
ら
和
歌
に
詠
ま
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
歌
合
に

お
い
て
題
と
し
て
設
け
ら
れ
た
時
、
人
々
の
念
頭
に
あ

っ
た
の
は
、
屏
風
の
画

題
で
あ
り
、
詠
み
方
の
お
手
本
と
な

っ
た
の
は
、
屏
風
歌
な
の
で
あ
る
。
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後 一 条 三 条 一 条

歌
合
番
号

・
歌
合
名

（
「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
に
よ
る
ヽ

客
詣
　
代
駒
　
射
苗
山
川
祓
迎
代
　
衣
楽
名

時
荷
　
　
　
葵
　
　
　
　
月
　
　
狩

臨
稲
子
苗
春
　
照
早
夏
鵜
六
駒
網
　
捧
神
仏

泉

八
八
　
寛
和
二
年
内
裏
歌
合

〇
三
　
某
年
或
所
四
季
恋
三
首

一
〇
　
寛
弘
年
間
花
山
法
皇

一
九

　

［
治
安
万
寿
頃
］
或
所

二
〇
　
万
寿
二
年
東
宮
学
士
義
忠

一
≡
一　
長
元
八
年
関
白
頼
通

二
五
　
長
暦
二
年
権
大
納
言
師
房

二
七
　
長
久
元
年
良
子
内
親
王
員
合

二
人
　
　
″
　

一
一年
女
御
生
子

二
九
　
　
″
　

″
　

権
大
納
言
師
房

三
〇
　
　
″
　

″
　

格
子
内
親
王

〓
〓
一　
某
年
冬
権
大
納
言
師
房

二
五

　

［
永
承
三
―

四
年
］
凛
子

一二
ハ
　
永
承
四
年
内
裏

三
七
　
　
″
　

″
　

藤
子
内
親
王

三
人
　
　
″
　

五
年
　
　
″

四
三
　
　
″
　

″
　

修
理
大
夫
俊
綱

四
六
　
　
″
　

エハ
年
内
裏
根
合

四
八

　

［
　
″
　

″
　

］
斎
院
藤
子

四
九

　

［
　
″
四
―

七
年
］
頼
通
家

エハ
一
　

〔
天
書
四
年
］
斉
院
謀

子■

●

　

●

Ｏ

Ｏ

●

　

●

○

馬放

　

○

●

●

●

衣

●

●

　

●

忌小
〇  ●  ● ●

神

こ
の
他
に
も
、
屏
風
絵
の
春
鷹
狩
の
場
面
が
歌
合
の

「
雉

子
」
題
に
、
春
沢
辺
に
群
れ
る
馬
の
場
面
が

「
放
駒
」
に
、

照
射
を
し
て
猟
を
す
る
場
面
が

「
照
射
」
に
、
田
に
苗
を
植

え
る
場
面
が

「
早
苗
」
に
、
夏
の
木
陰
に
涼
む
旅
人
の
場
面

が

「
夏
山
」
に
、
鋳
火
の
燃
え
る
鵜
川
の
場
面
が

「
鵜
川
」

に
、
小
曖
狩

。
大
Ｅ
狩
の
場
面
が

「
狩
」
に
、
冬
の
夜
衣
打

つ
場
面
が

「
捧
衣
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

（
そ
の
よ
う
な
題
が
設
定
さ
れ
た
歌
合
に
つ
い
て
は

表
２
参
照
。
）
歌
合
の
歌
人
達
が
必
ず
し
も
屏
風
の
絵
を
思

い
浮
か

べ
て
詠
ん
だ
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
従
来
詠
ま

れ
な
か

っ
た
素
材
が
題
と
し
て
設
定
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
、

詠
ま
れ
て
は
い
て
も
歌
合
で
は
別
の
詠
み
方
、
即
ち
屏
風
歌

に
類
型
的
に
見
ら
れ
る
詠
み
方
に
従

っ
て
い
る
時
、
そ
こ
に

屏
風
歌
の
介
在
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⌒表
２
）
は
、
今
ま
で
指
摘
し
た
年
中
行
事

・
生
活
行
事

の
題
と
季
節
の
景
物
題
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
設
定
さ
れ
た
歌

合
を
、
後
拾
遺
時
代
ま
で
に
区
切

っ
て

一
覧
表
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
題
は
、
拾
遺
集
撰
集
前
後
か
ら
歌
合
に

登
場
し
始
め
る
。
そ
し
て
、
屏
風
歌
の
流
行
も
終
わ

っ
た
十

一
世
紀
後
半
の
、
後
冷
泉
帝
の
頃
、
最
も
躾
繁
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
屏
風
歌
の
画
題
を
摂
取
し
て
い
く

こ
と
に
よ

っ
て
、
歌
合
の
題
が
豊
富
に
な

っ
て
い
っ
た
時
期

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
歌
合
の
主
催
者
別
に
見
て
い
く
と
、

源
師
房
と
謀
子
内
親
王
の
歌
合
に
、
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に

気
付
く
。
師
房
は
謀

子
内
親
王
の
家
司
で
あ
る
の
で
、
つ
ま
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冷後

一 一 一 一 〇 〇 〇 九 九 八 八 八 八 八 七 七 七 六 六 六 六 六
六 五 四 二 九 六 五 一 〇 九 八 七 五 二 人 四 一 八 六 四 三 二

○  ●

［
　
″
　

″
　

］
斎
院
藤
子

［
　
″
　

五
年
］
　

″

［
　
〃
　

六
年
］
少
将
公
基

［
永
承
元
―

康
平
三
］
頼
資

康
平
六
年
丹
後
守
公
基

某
年
斎
院
藤
子
内
親
王

［
治
暦
二
年
］
滝
日
本
所

″
　

三
年
定
綱

″
　

″
　

備
中
守
定
綱

″
　

四
年
凛
子
内
親
王

某
年
夏
謀
子
内
親
王

某
年
西
国
受
領

承
暦
二
年
謀
子
内
親
王

某
年
　
　
　
　
″

承
暦
四
年
篤
子
内
親
王

永
保
三
年
　
　
　
″

″
　

″
　

嬉
子
内
親
王

応
徳
三
年
通
宗
女
子

［
寛
治
三
年
〕
顕
家

或

所

皇

后

宮

寛

子

頭

中

将

顕

房

○

●
（
　

）
○  ●

●

●

○

○
○

○

○

○

　

○

師

房

・
謀

子

内

親

王

関

係

の
歌

合

そ

の
他

¨

そ

の
歌

合

で

の
題

り
は
師
房
の
好
み
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
師
房
が
、
恒
例

の
年
中
行
事
や
生
活
条
件
を
、
好
ん
で
歌
題
に
取
り
い
れ
て

い
る
こ
と
は
、
萩
谷
朴
氏
が
既
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る

（
注

３
）
。
だ
が
現
存
す
る
歌
合
資
料
が
、
師
房
の
子
孫
の
周
辺

で
編
纂
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
勢
い
師
房
関
係
の
歌
合
資
料

が
多
い
こ
と
も
、
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま

り
は
、
約
二
世
紀
の
間
に
わ
た
る
屏
風
歌
の
制
作
を
通
し
、

屏
風
の
画
題
で
あ

っ
た
行
事
や
景
物
が
、
和
歌
の
世
界
に
な

し
み
深
い
も
の
に
な
り
、
機
の
熟
し
た
十

一
世
紀
半
ば
頃
か

ら
、
盛
ん
に
歌
合
題
に
取
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

三

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
代
、
屏
風
歌
が
ど
の
よ
う
に
鑑
賞
さ

れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
時
代
は
下

る
が
、
顕
昭
の
拾
遺
抄
注

（
一
一
人
三
年
成
立
）
に
次
の
注

が
あ
る
。

ユ
ク
ス
ヱ
ハ
マ
ダ
ト
ホ
ケ
レ
ド
ナ
ツ
ヤ
マ
ノ
コ
ノ
シ
タ

カ
ゲ

ハ
タ
チ
ウ
カ
リ
ケ
リ

是

ハ
旅
人
ノ
夏
山
ノ
コ
カ
ゲ

ニ
ヤ
ス
ミ
タ
ル
カ
タ

フ
ョ
メ
ル
ナ
リ
。
屏
風
、
障
子
等
ノ
絵
ヲ
歌

ニ
ヨ

ム
ハ
、
ヤ
ガ
テ
ヱ
ニ
カ
ケ
ル
人
ノ
心

ニ
ナ
リ
テ
読

ム
也
。

（以
下
略
）

歌
は
拾
遺
抄
八
十
二
番
、
詞
書

「
月
令
の
御
屏
風
、
た
び

人
き
の
か
げ

に
や
す
み
た
る
所
」
、
作
者

「
読
人
不
知
」
と

堀 河  白 河  後 三 条
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し
て
入
集
し
て
い
る
が
、
場
恒
集
に
よ

っ
て
、
延
喜
十
八
年
の
女
四
官
動
子
内

親
王
著
裳
の
際
の
屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
顕
昭
は
そ
の
注
に
お
い
て
、

屏
風
歌
障
子
歌
は
画
中
の
人
物
の
気
持
ち
に
な

っ
て
読
む
も
の
だ
、
と
述

べ
て

い
る
。

十

一
世
紀
ま
で
題
る
と
、
画
中
の
人
物
の
心
に
成
り
変
わ

っ
て
詠
ん
だ
と
考

え
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
屏
風
歌
を
現
実
の
光
景
に
接
し
て
詠

ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
た
節
が
見
受
け
ら
れ
る
。　
一
四
八

　

［
永
承
六
年
］

（

一
〇
五

一
）
夏
六
条
斎
院
凛
子
内
親
王
歌
合
に
、

「
鵜
川
」
題
が
設
け
ら
れ
、

次
の
判
が
な
さ
れ
た
。

夜
も
す
が
ら
鵜
舟
に
と
も
す
か
が
り
火
の
影
ほ
の
か
に
も
漕
ぎ
帰
る
か
な

〈中
略
〉

か
が
り
火
の
隙
し
な
け
れ
ば
夜
し
も
ぞ
鵜
川
の
底
は
か
く
れ
ざ
り
け
る

う
つ
れ
る
影
、
水
の
燃
ゆ
る
や
う
に
見
ゆ
る
こ
そ
道
理
に
は
あ
れ
。

底
の
あ
ら
は
に
見
え
む
は
い
と
難
く
や
。
た
だ
常
に
あ
る
言
の
よ
く

さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
。
ま
た
貴
之
が
よ
み
た
る

は
、
ま

こ
と
の
水
の
底
に
や

は
。
た
だ
水
を
申
す
。

〈
中
略
〉

「
影
ほ
の
か
に
」
は
、
遠
く
見
や
ら
む
ほ
ど
は
な
ど
か
見
ざ
ら
む
。

貫
之
が

「
星
か
と
見
ゆ
る
」
も
、
い
と
近
く
て
見
た
る
と
は
聞

こ
え

侍
ら
ず
。

〈以
下
略
〉

判
詞
の
前
半
が
、
二
首
目
の
歌
に
つ
い
て
の
判
な
の
だ
が
、
そ
れ
に
言
う
と

こ
ろ
の

「
貫
之
が
よ
み
た
る
」
歌
と
は
、
延
喜
六
年

（九
〇
六
）
の
月
次
屏
風

の
、

六
月
う
か
ひ

簿
火
の
か
け
し
る
け
れ
は
う
は
玉
の
よ
か
は
の
そ
こ
は
水
も

ゝ
え
け
り

（員
之
集
Ｉ

一
〇
）

を
指
し
、　
一
首
目
の
判
詞
で
あ
る
後
半
に
言
う
と
こ
ろ
の

「
星
か
と
見
ゆ
る
」

の
歌
は
、
延
喜
二
年

（九
〇
二
）
中
宮
温
子
の
屏
風
の
、

う
か
は

大
空
に
あ
ら
ぬ
物
か
ら
川
か
み
に
ほ
し
と
そ
見
ゆ
る
か
か
り
火
の
影

〈
貫

之
集
Ｉ

一
五

一
）

を
指
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
屏
風
歌
で
あ
る
の
に
、

「
貫
之
が
詠
ん
だ

「
夜
川

の
底
は
水
も
も
え
け
り
」
は
、
本
当
の
水
の
底
だ
ろ
う
か
、
た
だ
水
を
言

っ
て

い
る
の
だ
。
」
と
か
、

「
貫
之
が

『
星
か
と
見
ゆ
る
」
も
、
そ
れ
ほ
ど
近
く
か

ら
見
て
い
る
と
は
思
え
な

い
」
と
言

っ
て
、
貫
之
の
屏
風
歌
が
、
実
景
を
読
ん

だ
歌
で
あ
る
か
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
。

四

し
か
し
、
屏
風
歌
が
現
実
の
光
景
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
し
て
享
受
さ
れ

て
は
い
て
も
、
や
は
り
、
屏
風
歌
と
歌
合
歌
の
性
格
の
違

い
が
あ
り
、
歌
合
歌

は
必
ず
し
も
屏
風
歌
的
な
も
の
を
無
批
判
に
受
け
織
い
で
は
い
な

い
。

た
と
え
ば
、

「
苗
代
」
題
に
お
い
て
、　
Ｉ

一人
　
長
久
二
年

（
一
〇
四

一
）

二
月
十
二
日
弘
徴
殿
女
御
生
子
歌
合

に

（
判
者
藤
原
義
忠
）
、

八
番
　
　
苗
代左

か
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
隆
資

山
里
の
外
面
の
小
田
の
苗
代
に
岩
間
の
水
を
撃
か
ぬ
日
ぞ
な
き

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侍
従
乳
母

植
ゑ
ぬ
よ
り
守
る
め
る
も
の
を
小
山
田
は
苗
代
水
に
ま
か
せ
た
ら
な
む

〈前
略
〉
植
ゑ
ぬ
よ
り
守
る
と
い
ふ
こ
と
ば
、
し
か
書
き
流
し
け
む

水
茎
を
か
し
う
侍

べ
る
を
、
苗
代
水
に
ま
か
す
る
事
や
、
世
に
流
れ
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て
古
言
に
侍
ら
む
。

〈以
下
略
）

と
あ
る
。
判
に
傍
線
部
の
如
く
批
判
し
て
い
る
が
、

「
苗
代
水
に
ま
か
す
」
は
、

屏
風
歌
に
よ
く
あ
る
表
現
で
あ
る
。
例
え
ば
、
永
観
二
年

（九
八
四
）
康
義
公

頼
忠
家
の
屏
風
に
、

二
月
、
ゐ
な
か
い
へ
に
た
つ
く
り
た
る
と
こ
ろ

ち
よ
ふ
と
も

つ
き
せ
ぬ
い
ね
の
た
ね
な
れ
は
な
わ
し
ろ
み
つ
に
ま
か
せ
て

を
み
む

（元
輔
集
Ⅲ

一
二
六
）

と
あ
り
、
延
久
元
年

（
一
〇
六
九
）
の
後
三
条
帝
大
嘗
会
主
基
方
屏
風
歌
に
も

（注
５
）
、

富
田
里
堰
河
水
入
苗
代

種
ま
け
る
苗
代
水
を
堰
あ
け
て
富
田
の
さ
と
に
ま
か
せ
て
そ
見
る

と
あ
る
。

ま
た
、

「
神
楽

一
題
に
お
い
て
、
二
四
〇
　
承
徳
元
年

⌒
一
〇
九
七
）
東
塔

東
谷
歌
合
に

（判
者
不
明
）

（
注
６
）
、

十
二
番

　

左
持

働
葉
に
雪
ふ
る
と
き
の
御
神
楽
は
面
白
さ
増
す
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

右

た
ち
の
ぼ
る
庭
燎
の
け
ぷ
り
風
ふ
け
ば
な
び
か
ざ
ら
め
や
神
の
心
も

〈前
略
〉
左
歌
、
本
ぞ
す

こ
し
お
も
ふ
べ
く
侍
り
け
る
。
腰
の
五
文

字
に
、
雪
ふ
れ
ば
と
だ
に
あ
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
。
又
、
面
白
し
と
い

ふ
言
、
古
め
か
し
く
侍
り
。
近
き
歌
に
も
ま
た
侍
り
。
さ
れ
ど
も
、

神
楽
の
起
こ
り
知
り
て
よ
む
な
れ
ば
、
咎
に
も
侍
ら
し
。
右
歌
も
、

ち
か
き
障
子
歌
と
こ
そ
お
ぼ
え
侍
れ
。
そ
れ
は
、
こ
の
歌
よ
り
は
い

は
れ
て
や
侍
り
け
む
。

〈
以
下
略
〉

と
あ
る
。

〈前
略
）
と
し
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
は
、
右
歌
の
下
旬
に
つ
い
て
の

批
評
が
述

べ
て
あ

っ
た
。
そ
の
次
に
左
歌
の

「
本
」
、
つ
ま
り
上
旬
に
つ
い
て

述

べ
て
あ
る
の
で
、
傍
線
部
の
批
評
は
、
右
歌
の
上
旬
の
こ
と
を
言

っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
上
旬
の
ど
こ
が
近
頃
の
障
子
歌
と
思
わ
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。十

一
世
紀
末
の

「
ち
か
き
」
頃
に
は
屏
風
歌
は
残

っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
安

和
二
年

（九
六
九
）
頃

の
、

か
く
ら
し
侍
る

山
人
の
た
け
る
庭
火
の
お
き
あ
か
し

こ
ゑ
こ
ゑ
あ
そ
ふ
神
の
き
ね
か
も

（能
宣
集
Ⅱ
三
六
）

と
か
、
正
暦
元
年

（九
九
〇
）
以
前
の
制
作
の
、

十
月
か
く
ら
し
た
る
と
こ
ろ
、
に
は
ひ
た
け
り

に
は
ひ
た
く
ほ
か
け
に
き
ゆ
る
さ
か
き
は
の
し
も
は
い
く
よ
か
お
か
む
と

す
ら
ん

〈
元
輔
集
Ⅲ

一
五
九
）

の
よ
う
な
屏
風
歌
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
庭
火
を
焚

い
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
で

お
り
、
歌
合
の
右
歌
の
上
旬
、

「
た
ち
の
ぼ
る
庭
燎
の
け
ぶ
り
」
と
同
じ
で
あ

る
。
判
詞
が
指
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歌
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

屏
風
歌
は
、
と
て
も
類
型
性
が
強
い
。

「
網
代
」
題
に
お
い
て
少
々
例
を
挙

げ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
じ
表
現
を
繰
り
返
し
用
い
る
こ
と
を
た

め
ら
わ
な

い
。

「
苗
代
」
題
の

「
苗
代
水
に
ま
か
す
る
」
や
、

「
神
楽
」
題
の

「
た
ち
の
ぼ
る
庭
燎
の
け
ぶ
り
」
も
、
類
型
性
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。

「
世

に
流
れ
て
古
言
に
侍
ら
む
」
も
、

「
近
き
障
子
歌
と
こ
そ
お
ぼ
え
侍
れ
」
も
、

そ
の
よ
う
な
表
現
を
踏
襲
し
て
い
る
歌
合
歌
に
対
す
る
批
判
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。で

は
、
歌
合
歌
が
志
向
し
て
い
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
だ
ろ
う
か
。

「
苗

代
」
題
で
先
に
も
傷
に
ひ
い
た
、　
Ｉ

一八
　
長
久
二
年

（
一
〇
四

一
）
弘
徴
殿
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女
御
生
子
歌
合
に
、

四
番
　
　
春
駒左
Ｄ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
成

た
ち
離
れ
沢
辺
に
荒
る
る
春
駒
は
お
の
か
影
を
や
友
と
見
る
ら
む

右

真
菰
草
青
み
わ
た
れ
ば
沢
に
荒
れ
て
と
り
繋
が
れ
ぬ
野
辺
の
春
駒

真
菰
草
青
み
わ
た
れ
る
な
ど
は
、
ひ
き
ど
こ
ろ
あ
る
春
駒
と
見
え
侍

る
を
、
す
ゑ
ぞ
お
く
は
知
ら
ぬ
や
う
に
見
え
侍
ら
ぬ
に
、
お
の
が
影

を
や
友
と
見
た
ら
む
と
侍
る
歌
の
す
ゑ
は
、
方
ぞ
注
連
の
う
ち
に
勝

鞭
う
ち
た
ち
ぬ
べ
う
乗
り
人
ゆ
か
し
う
な
む
。

と
あ
る
。

「
ひ
き
ど

こ
ろ
あ
る
」
と
か

「
勝
鞭
う
ち
た
ち
ぬ
べ
う
」
と
か
言

っ

て
、
躍
動
感
の
あ
る
、
よ
り
現
実
味
の
あ
る
歌
を
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、

「
鵜
川
」
題
で
は
、
先
に
も
例
に
挙
げ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に

夜
川
に
映
ず
る
鋳
火
を
詠
む

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

っ
た
の
だ
が
、
次
第
に
そ
れ

か
ら
抜
け
出
し
、
二
〇
九
　
承
暦
四
年

（
一
〇
八
〇
）
十
月
二
日
庚
申
篤
子
内

親
王
侍
所
歌
合
で
は
、

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
実

玉
川
の
瀬
瀬
交
ひ
の
ぼ
る
彗
火
に
開
く
手
縄
の
数
を
知
り
ぬ
る

承
暦
四
年
堀
河
院
中
宮
歌
合
、
鵜
川
　
　
　
　
　
源
経
兼
朝
臣

よ
し
の
川
う
ぷ
ね
や
つ
れ
て
の
ぼ
る
ら
ん
さ
を
さ
す
お
と
の
し
げ
く
も
な

る
か
な

（夫
木
抄
三

一
七
六
）

の
よ
う
に
、
よ
り
実
際
の
光
景
に
即
し
た
歌
に
な

っ
て
い
る
。
屏
風
歌
は
、
何

と
言

っ
て
も
絵
画
的

・
観
念
的
な
性
格
を
持

っ
て
い
る
。
歌
合
歌
は
、
そ
の
よ

う
な
詠
み
方
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
、
次
第
に
独
自
の
方
向
に
進
ん
で
行

っ
た

の
で
あ
る
。

結

屏
風
歌
が
和
歌
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
の

一
つ
と
し
て
、
ま
ず
歌
合
と
の
関
係

を
考
察
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
屏
風
歌
の
流
行
が
下
火
に
な

っ
た
十

一
世
紀

半
ば
頃
か
ら
の
歌
合
に
、
屏
風
の
画
題
と
な

っ
て
屏
風
歌
に
読
ま
れ
る
こ
と
を

通
し
、
題
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
を
、
い
く

つ
か
指
摘
で
き
た
。

ま
た
詠
法
や
表
現
に
つ
い
て
も
、
屏
風
歌
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
歌
合
歌
は
い
つ
ま
で
も
屏
風
歌
的
な
ま
ま
留
ま

っ
て
い
な
い
。
類

型
的
な
表
現
か
ら
脱
却
し
て
、
よ
り
新
し

い
表
現
、
現
実
感
の
あ
る
表
現
を
志

向
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
注
）

（
１
）
　

「
平
安
初
期
屏
風
歌
の
性
格
」

（
片
野
達
郎
氏
　
文
学

・
語
学
　
昭

和
四
十
年
二
月
）
及
び

「
平
安
期
屏
風
歌
の
消
長
」

（片
野
達
朗
氏
　
東

北
大
学
教
養
部
紀
要
　
昭
和
四
十
九
年
二
月
）
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

以
後
、
歌
合
名
及
び
歌
合
の
本
文
は
、

「
平
安
朝
歌
合
大
成
」

（萩

谷
朴
氏
編
著
）
に
よ
る
。
勅
撰
集

・
私
撰
集
は

「
新
編
国
歌
大
観
」
、
私

歌
集
は

「
私
歌
集
大
成
」
に
よ
る
。

「
栄
花
物
語
」
は
、
日
本
古
典
文
学

大
系

（岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
３
）
　

「
平
安
朝
歌
合
大
成
」
所
収
の
歌
合
、　
ビ

一九
、　
〓
ニ
ニ
、　
三
二
五

一
三
七
、　
三
二
人
の

「
史
的
評
価
」
の
項
に
よ
る
。

（
４
）
　

書
陵
部
蔵

『
大
嘗
会
悠
紀
主
基
詠
歌
」
に
よ
る
。

（
５
）

萩
谷
朴
氏
は
、
源
俊
頼
ま
た
は
藤
原
通
俊
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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